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薬化学分野 
論文 
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3. Oba M, Kato T, Furukawa K, Tanaka M: A cell-penetrating peptide with a guanidinylethyl amine structure directed to gene 
delivery. Sci Rep 6: 19913 2016 (IF: 5.228) 
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B 邦文 
B-c 

1. 田中正一：SBO32 ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し，化学構造に基づく性質について説明できる．（日本
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

田中正一・教授 日本薬局方原案審議委員会 医薬品医療機器総合機構 

田中正一・教授 日本ペプチド学会 評議員 日本ペプチド学会 

田中正一・教授 有機合成化学協会 代議員 有機合成化学協会 

田中正一・教授 日本薬学会九州支部幹事 日本薬学会 

大庭誠・准教授 有機化学部協力研究員 国立医薬品食品衛生研究所 

大庭誠・准教授 化学への招待 2016 実行委員長 長崎県理科・化学教育懇談会 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

大庭誠・准教授 日本学術振興会 代表 若手研究（A） 
膜透過性ペプチドの開発と DDS キャリアと

しての応用 

大庭誠・准教授 日本学術振興会 代表 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化） 
膜透過性ペプチドの開発と DDS キャリアと

しての応用（国際共同研究強化） 

大庭誠・准教授 公益財団法人武田科学振興財団 代表 薬学研究奨励 
オリゴペプチドを用いた核酸デリバリーシ

ステムの開発 

大庭誠・准教授 公益財団法人住友財団 代表 基礎科学研究助成 
環境に応答した機能性ペプチドの創製 

上田篤志 
・テニュアトラ

ック助教 

日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
コンフォメーション制御と分子認識を基盤

とした架橋ペプチド触媒の創製 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

田中正一・教授 
大庭誠・准教授 

新規膜透過性ペプチド 2015 年 
3 月 31 日 

 特願 2015-72030 

 

その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

大庭誠・准教授 人工ペプチド開発 長崎新聞 平成 28 年 
3 月 26 日 

長崎県科学技術奨励賞の受賞研究の内

容紹介 

 
○特筆すべき事項 
①大庭誠・准教授：平成 27 年度長崎県科学技術奨励賞受賞「創薬ツールとして機能する人工ペプチドの開発」 

 


